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序

　この年報は２００４年度から２００６年度の３年間にわたっておこなった，学内の遺跡調査の成

果とそれに関連する研究をまとめたものである。それぞれの調査は学内の施設の建設予定

地内の遺跡を対象としたものであるが，先史時代から近世にわたる従来の成果に，新たな

知見を加える資料も得られている。また第Ⅱ部の紀要においては，吉田キャンパスを含む

比叡山西南麓の北白川の地形や環境の形成に大きな転機をもたらした，弥生時代の土石流

の規模や影響が及んだ範囲などについて考察したものである。

　こうした成果が有効に活用されるように社会へ広く発信することは，大学の調査機関と

しての責務であり，調査時の現地での説明会，当センターのホームページなどを通じて情

報の公開を図るとともに，大学がおこなう社会へ向けたさまざまな行事のさいには，尊攘

堂を利用して過去の発掘調査による出土資料を公開している。この年次報告もその一端を

担うものであり，ご高覧いただきご批評をお願いしたい。

　埋蔵文化財研究センターは２００８年４月に改組され，学内共同利用施設の文化財総合研究

センターとして発足した。従来と同様に学内の施設の建設にともなう埋蔵文化財の調査を

実施するとともに，文化財の分析・保存および活用などに関する，学際的な領域の研究の

拠点となり，構内遺跡という良好なフィールドを活用した研究者の養成の場ともなること

を目指している。学内学外の多くの方々のご指導とご教示を仰ぐとともに，本センターを

有効に活用していただくよう願っている。

　おわりに，本年報で報告した調査を進めるにあたっては，多くの方々からご指導ご助言

をいただいた。とりわけ，発掘を実施するにあたってご協力を賜った，施設環境部，人間

環境学研究科，総合人間学部の関係各位に，厚くお礼申し上げる次第である。

　　２００９年３月

 京都大学文化財総合研究センター長　　　　　

 上　原　真　人　
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例　　　言

１　本年報は，京都大学構内で２００４年４月１日から２００７年３月３１日までに発掘，整理作業

をおこなった埋蔵文化財調査と保存の報告，および京都大学文化財総合研究センター

における研究成果をまとめたものである。

２　国土座標にしたがって一辺５０�の方形の地区割りをして，遺跡の位置を表示した。

３　層位と遺構の位置については，国土座標第�座標系（日本測地系，ｘ＝－１０８,０００　

ｙ＝－２０,０００）が（Ｘ＝２,０００　Ｙ＝２,０００）となる京都大学構内座標により表示した。

４　遺構の略号は，奈良文化財研究所の方式にしたがって，井戸：ＳＥ，土坑：ＳＫのよ

うに表示し，各調査ごとに通し番号を１から付した。

５　遺物には，遺跡の調査名を示すローマ数字と，調査ごとの通し番号を１から付した。

　　この遺物番号は，本文，実測図，写真を通じて表示を統一した。

　　Ⅰ：京都大学北部構内ＢＣ３０区の発掘調査

　　Ⅱ：京都大学本部構内ＢＡ２２区の発掘調査

　　Ⅲ：京都大学吉田南構内ＡＰ２１区の発掘調査

　　Ⅳ：京都大学構内における分布調査・立合調査

　　（例　Ⅰ１：京都大学北部構内ＢＣ３０区出土遺物１番）

６　原則として，遺物の実測図は縮尺１�４，遺物の写真は約１�２に統一した。他の縮尺のも

のは，それぞれに縮尺を明記した。

７　参考文献は，本文中に〔著者名　発表年〕の形式で表わし，巻末に一括した。

８　古代・中世土師器の型式分類は，とくにことわりがない場合，『京都大学埋蔵文化財調

査報告Ⅱ』（１９８１年）にしたがっている。

９　本文の執筆者名は各章の初めに列記した。また，遺物の撮影は，それぞれ報告者が担

当した。

１０　編集は，笹川尚紀が担当し，清水芳裕，千葉豊，伊藤淳史，冨井眞，磯谷敦子，北尾

敬子，柴垣理恵子が協力した。
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